

































　 インターネッ トなどを介 して学術論文の内容は瞬時に取 り出すことができる
し、文献検索などには多大な威力を発揮する。最近、雑誌を手に取ることで、本
に触れる感触を味わい、印刷の臭いをかぎ、表紙のレイアウトを楽 しみ、むしろ
自分の専門分野以外の研究成果に目を通すことが、なにかしらその研究者をして
研究者ならしめるものではないだろうか、と考えている。
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